
 
 
  

⑩ 

「
脈
う
つ
瓊
林
群
像
」
―
長
崎
新
聞
社
編
集
局
著
―
を
読
む 

  
本
書
は
長
崎
大
学
経
済
学
部
一
〇
〇
周
年
を
機
に
、
Ｏ
Ｂ
百
余
名
の
個
人
事
歴
を
称
揚
す
る
本
で
あ
る
。

そ
れ
は
長
崎
新
聞
社
が
03
年
４
月
か
ら
05
年
６
月
ま
で
25
ヶ
月
を
か
け
た
連
載
記
事
で
あ
り
、
連
載
後
こ

れ
を
一
冊
の
本
に
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
一
万
四
千
六
百
名
か
ら
選
ば
れ
た
一
〇
四
名
は
ま
こ
と
に
百
花

繚
乱
、
多
士
済
々
で
あ
る
が
こ
れ
を
六
区
分
に
分
け
て
紹
介
す
る
。
そ
の
内
訳
は
①
県
外
経
済
人
44
名
・

②
九
州
経
済
人
13
名
・
③
平
和
運
動
の
担
い
手
３
名
・
④
教
育-

文
化
人
12
名
・
⑤
行
政ｰ

政
治
家
７
名
・

⑥
県
内
経
済
人
25
名
と
な
っ
て
い
る
。
各
個
人
を
夫
々
B5
判
の
見
開
き
２
頁
に
割
付
け
、
ご
本
人
を
紹
介

す
る｢

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー｣

の
も
と
、
顔
写
真
・
卒
業
回
数･

現
職
務
・
現
住
所
を
掲
げ
る
。
傍
ら
に
は
「
所

属
組
織･

企
業
の
メ
モ
」
な
ど
も
添
え
て
懇
切
丁
重
な
紙
面
に
な
っ
て
い
る
。 

 

記
事
の
中
身
は
、
長
崎
高
商
・
経
済
学
部
在
学
中
の
想
い
出
に
始
ま
り
、
半
世
紀
の
歳
月
を
隔
て
て
、

己
が
人
生
を
全
う
し
、
今
は
光
輝
あ
る
地
位
を
獲
得
さ
れ
た
経
緯
が
、
人
柄
と
挿
話
を
挟
ん
で
巧
み
に
紹

介
さ
れ
る
。
文
中
に(

小
見
出
し)

を
入
れ
た
新
聞
記
事
は
一
般
に
も
読
み
易
い
文
章
に
な
っ
て
お
り
、
謂
わ

ば｢

長
大
経
済
学
部
版
・
私
の
履
歴
書｣

と
言
え
る
。
も
う
一
つ
。
各
頁
の
左
下
隅
に
「
ス
ポ
ッ
ト
瓊
林
会
」

と
名
付
け
ら
れ
た
囲
み
記
事
欄
が
あ
る
。
此
処
で
は
三
六
〇
字
程
度
で
仕
事
と
は
別
に
肩
の
力
を
抜
い
た

各
仁
の
趣
味
嗜
好
、
人
間
関
係
を
絡
め
た｢

瓊
林
会｣

へ
の
想
い
が
綴
ら
れ
愉
し
め
る
読
物
に
な
っ
て
い
る
。 

 

さ
て
古
語
に｢

年
年
歳
歳
花
相
似 

歳
歳
年
年
人
不
同｣

と
の
至
言
が
あ
る
が
、
本
書
か
ら
十
年
が
経
過

し
た
今
日
、
本
書
掲
載
の
多
く
の
方
々
が
、
既
に
幽
冥
界
を
異
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
私
は
、
長
崎
新

聞
編
集
の
本
書
を
、
卓
越
し
た
俊
秀
よ
り
一
旦
離
れ
て
、｢

長
崎
高
商
か
ら
一
世
紀
、
伝
統
と
歴
史
を
刻
み
、

多
彩
な
経
済
人
の
輩
出
し
た｣

母
校
の
歴
史
と
し
て
読
み
直
し
た
い
誘
惑
に
駆
ら
れ
る
。 

そ
う
し
た
視
点
で
本
書
を
捲
れ
ば
、
著
者
に
は
本
書
を
歴
史
的
な
書
物
と
し
て
後
世
に
托
す
感
覚
は
、

些
か
希
薄
な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
つ
ま
り｢

脈
う
つ
瓊
林
群
像
」
を
、
日
本
経
済
史
の
一
世
紀
―
戦
中
の

拡
張
崩
壊
、
戦
後
復
興
か
ら
高
度
成
長
期
を
経
て
、
デ
フ
レ
と
格
差
の
金
融
資
本
主
義
―
の
流
れ
に
置
く

と
、「
ア
ン
サ
ン
グ
ヒ
ー
ロ
ー
」
を
含
め
た
母
校
の
総
体
は
ど
の
よ
う
に
映
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
其
処
を
見

つ
め
直
し
て
み
た
い
。
そ
う
で
な
い
と
本
書
は
、
歳
月
と
共
に
忘
れ
ら
れ
る
偉
人
の
「
献
呈
本
」
に
な
る
。 

 

 

何
と
か
本
書
を｢

歳
歳
年
年
人
不
同｣

か
ら
救
い
出
し
、
母
校
一
〇
〇
周
年
時
の
息
吹
と
優
駿
な
先
達
の

余
影
を
後
世
に
遺
す
手
立
て
は
な
い
も
の
か
。
其
処
は
も
う
著
者
の
知
恵
に
待
つ
し
か
な
い
の
だ
が
、
10
年

を
過
ぎ
た
今
、
私
な
ら
ど
う
す
る
か
。
私
な
ら
取
り
急
ぎ
、
本
書
の
「
ス
ポ
ッ
ト
瓊
林
会
」
欄
の
み
を
、

歳
月
順
に
再
編
集
し
て
み
た
い
。
も
し
か
す
る
と
其
処
に
は
、
著
者
の
称
賛
に
は
値
し
な
い
母
校
同
窓
会

庶
民
の
平
俗
な
生
活
残
渣
が
匂
う
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
れ
こ
そ
が
明
治･

大
正･

昭
和
か
ら
平
成
に
至

る
高
等
商
業
技
術
教
育
を
担
っ
た｢

長
崎
高
商
物
語｣

な
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
私
の｢

な
い
も
の
ね
だ
り｣

で
は
あ
ろ
う
が
、
私
が
生
き
た
時
期
の
母
校
百
年
の
息
吹
を
自
ら
も
確
か
め
た
い
の
で
あ
る
。(0

4
/7

) 

 
 

 

☆
本
書
の
周
辺
☆ 

創
立
百
年
祝
典
の
経
済
人
は
、
今 

  

い
ず
こ
。
現
在
の
瓊
林
会
館
に
は
、
本
書
が
未
だ
50 

 

冊
ほ
ど
眠
る
。
皆
さ
ん
読
ん
で
欲
し
い
。
そ
れ
に
し
て
も
、 

 

我
々
は
何
故｢

百
年
史｣

を
書
か
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。 


